



































第 7 条　主論文(筆頭著者の論文) は原則として一人一編とする。
2　著者校正は第２校までとする。ただし、校正段階での加筆や削除はできない。
3　掲載が決定した最終原稿は、印刷したもの1部とデータファイルをあわせて提出するものとする。
4　掲載された論文等の抜刷は30部を投稿者に贈呈する。なお、30部を越える場合は、その費用を投稿者が負担
するものとする。
（書き換え・掲載不可）
第 8 条　本規程の定めるところに沿わない原稿に対しては、書き換えを依頼したり、掲載を断わることがある。
（著作権）
第 9 条　本研究報告に掲載された論文等の著作権は京都文教大学に帰属する。ただし、著作者自身が、自分の論文
等の全文又は一部を複製、翻訳・翻案などの形で利用することができる。
2　本研究報告は、国立情報学研究所の学術機関リポジトリ構築連携支援事業のもとで、原則として電子化し一
般公開を行う。
（所管）
第10条　この規程に関する事務は、学長室研究支援オフィスが行う。
（改廃）
第11条　この規程の改廃は、編集委員会、教授会及び大学運営会議の審議を経て、学長の決裁により行う。
附則
本規程は、平成18年４月１日より施行する。
平成21年４月１日改正（第１条・第３条・第３条第２項改正、第４条削除、第５条改正、第５〜11条条変更、第８
条改正、第９条第２項新設）
平成29年４月１日改正（第３条・第９条改正、第10条新設、第11条条変更、第11条改正）
『京都文教大学　総合社会学部研究報告』編集委員会
